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一般社団法人の設立時社員になりました 

今年の８月に、新しく設立される一般社

団法人の設立時社員かつ理事になりました。

無給の公益性重視の一般社団法人なのです

が、この辺りを届の提出で許可してくれる

大学の寛容さがありがたいです。この一般

社団法人の名称は『子どもと育ちのコホー

ト研究・実践協会』となっていて、乳幼児の

発達研究の実施や支援を行うことを目的に

設立されました。法人の設立に関わるとい

う、これまでに想像もしていなかった展開

に、戸惑い半分、わくわく半分という感覚で

す。41 歳で前職を退職した時に個人事業の

開業届の提出くらいはやったのですが、法

人設立となると比べ物にならないほどたく

さんの手続きがあり、とても自分にはでき

ない仕事だと思いました。主導してくださ

った理事の方に感謝です。この法人の設立

には BOLD（Baby Online Live Database）

という件級プラットフォームが関わってい

るのですが、本日はこの BOLD を含めた赤

ちゃん研究関係の近況について書いてみよ

うと思います。 

  

BOLDのこと 

 『BOLD とは、日本赤ちゃん学会ライブ

データベース研究部会が運営する発達研究

のための新しいオンライン調査システムで

す。全国の大学等の発達研究者と子育て中

の保護者をつなぎ、自宅から気軽により多

くの方に研究に参加してもらうことを通じ

て、人の心や脳の発達、そして発達の個人差

を多面的に把握することを目標としていま

す。単なる研究の場所としてだけではなく、

赤ちゃん、保護者、発達研究の研究者の交流

の場となることも目指しています。』（日本

赤ちゃん学会ライブデータベース部局ホー

ムページより） 

 Web または紙媒体の調査票に回答しても

らうことでデータを得る。少子化が進み、乳

幼児（特に多くの場合在宅である 0 歳児）

の発達調査を行うことがますます困難にな

っていくと予想される中、このようなオン

ライン調査は今後さらに本格化していくと

期待されます。一方で、オンライン調査には

メリットだけでなく、デメリットあるいは

限界もあります。赤ちゃんと直接会うこと

はできませんから、調査手法は限定されま

す。また多くの場合、対象者は自宅などから

参加することになり、参加のハードルは下

がりますが、調査場面の設定を厳格化する

ことは難しいです。ただ、これらの限界はあ

っても、やはり今後オンライン調査は赤ち

ゃん研究の中での大きな流れになっていく

発達検査と対人援助学 

⑰ 赤ちゃん研究の第二幕 
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と思います。 

 BOLD システムの利用を検討される研究

者の方や、調査に参加してみたいお子さん

の保護者の方は、以下のリンクから連絡あ

るいは BOLD へのご登録をお願いいたし

ます（登録無料です）。また研究者の方は加

藤ほか（2024）や、Kato et al.,(2021)などに

システムの特徴や今後の展望について書か

れていますので、併せてご参照頂ければと

思います。 

 

【BOLD の登録手順はこちら】 

resigtration (bold.or.jp) 

 

【BOLD を利用したい研究者の方はこちら】 

研究者向け情報 (bold.or.jp) 

 

赤ちゃん調査のこと 

 そんな想像が膨らむ BOLD のプロジェ

クトにこれからも関わっていくわけですが、

一方で自分自身はほとんどの調査を対面で

実施し、調査手法もアンケート式のものは

ほとんど使ったことがなく、個別に実験的

な手法を用いてデータを得ることは中心で

す。そうすると、オンラインによる制約は、

相対的にほかの研究者と比べても大きくな

ってしまいます。あとは単純に、赤ちゃんと

遊びながら調査をする方が好き、というも

のあります。 

 ここからは執筆者短信に書いたこととも

重なるのですが、対面での赤ちゃん調査の

お話です。これまで、対面での赤ちゃん調査

は同志社大学赤ちゃん学研究センターに共

同研究の計画を採択して頂き、実施してき

ました。おそらく 2018 年が最初の共同研究

だったので、そこから 7 年目ということに

なります。今、科研費を得て行っている研究

も、もともとは赤ちゃん学研究センターの

計画共同研究でスタートを後押しして頂い

たことがきっかけで、センターとの出会い

がなければ今の研究活動はまったく実現で

きなかったと思います。 

 その赤ちゃん学研究センターが、2024 年

度末で学外の研究者への共同利用事業を終

了することとなったと発表されました。シ

ンプルな寂しさと、あれほど助力頂きなが

ら大した成果を出せなかった申し訳なさと、

慣れ親しんだ訪問先がなくなる喪失感など、

いろいろな感情が渦巻きまいています。と

はいえ、まだ赤ちゃん学研究センターでの

調査は今年度末まで続きますので、最後ま

でやりきり、これまでの成果もできるだけ

よい形でまとめられればと思っています。 

 一方で考えないといけないのが、自分の

研究活動のこれからです。いくつかの研究

テーマがありますが、やはり赤ちゃん研究

は一番ウエイトが大きなもので、これが続

けられなくなるのは大きな痛手でした。そ

れで、少し自信はなかったのですが、自分の

研究室で独自に赤ちゃん調査をスタートさ

せてみることにしました。幸いにして、学内

の単年度の研究助成を得ることができ、調

査スペースの設備購入費を準備することが

できました。 

https://www.bold.or.jp/registration
https://www.bold.or.jp/for_researcher
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 イオンモールでフロアマットを大量買い

して床に敷き詰め、本棚に覆いをつけるた

めにカーテンとカーテンレール替わりの針

金を設置し、最後に室内における組み立て

式のダンボール階段を特注で作ってもらっ

て、赤ちゃん学研究センターの調査室をギ

ュッとコンパクトにしたような調査室が誕

生しました。倫理審査などの手続きも完了

し、あとは参加者募集ができれば、いつでも

調査を始められる段階になりました。自前

でこのような試みができるのも、これまで

に与えてもらった機会があったからにほか

なりません。終わるものもあれば始まるも

のもあります。ここまでつながってきたも

のを、よりよい形で次につなげていきたい

です。 

※予算不足で手すりは自作しました！ 
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